衛生・生物化学 by 小橋 恭一 et al.
Derivative. Invest. Urol. 18 : 102 - 105， 1980. 
4) Kobashi K.， Nishimura T.， Kusaka M.，  
Hattori M. and Namba T. : Metabolism of 
Sennosides， Components of Rhei Rhizoma by 
Human Intestinal Bacteria. Planta Medica 40 : 
225 -236. 1980 
5) Kobashi K.， Munakata K.， Takebe S. 
and Hase ]. : Therapy for Urolithiasis by Hy­
droxamic Acids. 11. Urease Inhibitory Potency 
and Urinary Excretion Rate of Hippurohyd­
roxamic Acid Derivatives. J. Pharm. Dyn. 3 :  
444 - 450， 1980. 
6) Munakata K.， Kobashi K.， Takebe S. 
and Hase ]. : Therapy for Urolithiasis by hydro­
xamic Acids. 111. Urease Inhibitory Potency and 
Urinary Excretion Rate of N -Acylglycino・
hydroxamic Acids. J .  Pharm. Dyn. 3 : 451 - 456， 
1980 
7) Munakata K.， Kobashi K. and Hase 
J. : Quantitative Structure-Activity Relationships 
between Hydroxamic Acids and Their Urease 
Inhibitory Potency. J. Pharm. Dyn. 3 :  457- 462， 
1980 
8) 小橋恭一 : カ ド ミ ウ ム 中毒の 診断基準 を 目 的
と す る 尿蛋 白 の ス ラ プ電気泳動に よ る 分析， 環境保
健 レ ポ ー ト 46 : 245 - 247， 1980. 
9) Nagahara S.， Hase ].， Kobashi K. and 
Shinoda H. : Quantum Biophysical Study on 
Hydroxamic Acids and Their Urease Inhibitory 
Potency. Progress Report XIII : 70 - 79， 1980. 
⑨ そ の 他
1) 小橋恭一 : 臨床医学大事典， 講談社， 分担執
筆.
2) 小橋恭一 : 臨床酵素学事典， 講談社サ イ エ ン
テ イ ブ イ ク ， 分担執筆.
⑩ 学会報告
1) 小橋恭一， 竹部幸子， 宗像敬一， 長谷純一 :
ヒ ド ロ キ サ ム 酸 に よ る 尿路結石症の 治療， N-ア シ ル
グ リ シ ノ ヒ ド ロ キ サ ム 酸の代謝， 日 本薬学会第100年
会， 1980 . 4 ， 東京.
2) 宗像敬一， 小橋恭一， 竹部幸子， 長谷純一 :
ヒ ド ロ キ サ ム 酸 に よ る 尿路結石症の 治療， N-ア シ ル
グ リ シ ノ ヒ ド ロ キ サ ム 酸の ウ レ ア ー ゼ阻害 と 尿 中排
世， 日 本薬学会第100年会， 1980 . 4 ， 東京.
3) 難波恒雄， 金 学宣， 服部征雄， 小橋恭一 :
腸内細菌 に よ る 大黄成分の代謝， セ ン ノ サ イ ド A ，
B の 代謝変換， 日 本薬学会第100年会， 1980 . 4 ， 東
生
物 化 学
一夫
昭子
恭立
光幸
橋井尾部小酒赤
竹
• 
衛
生
教 授
助 教 授
助 手
技 官
⑨ 研究概要
腸内菌叢の酵素 と 宿主 と の 生化学的相互作用 を 主
題 と し て 研究 し て い る . 腸内菌の 99% を 占 め る 偏性
嫌気性菌 は そ の 分類， 培養法が， 現在 よ う や く 確立
さ れて き た が， そ の 生化学~生理的作用 は ほ と ん ど
明 ら か に さ れて い な い . こ の た め 消化管 内 に お け る
外来性化学物質 (食品， そ の添加物， 和漢薬 を 含 む
医薬品， 毒物等) や 内 因性化学物質 (胆汁， 消化液
成分) の偏性嫌気性菌酵素 に よ る 代謝が宿主に どの
よ う な影響， 効果 を も た ら す か に つ い て ， 次の テ ー
マ を 中心 に 検討 し て い る .
1) 消化管内 あ る い は 尿路に お け る 尿素 由来の ア
ン モ ニ ア 産生 と 高 ア ン モ ニ ア 血症 ま た は 尿路結石症
と の 関係 と ア ン モ ニ ア 産生阻害剤 の 臨床 的応用.
2) 消化管 内 に お け る コ レ ス テ ロ ー ルや胆汁酸の
代謝 と 高脂血症お よ び、 コ レ ス テ ロ ー ル胆石症 と の 関
係.
3) 食品 中汚染重金属の 化学形態の 消化過程 に よ
る 存在様式の 変化.
4) 和漢薬成分の 腸内菌に よ る 代謝 と そ の薬効発
現 と の 関係お よ び菌叢の個人差の薬効 に 及 ぼす影響.
5) 発癌性~突然変異性物質の腸内菌に よ る 修飾.
こ れ ら の 各研究テ ー マ を 支 え る た め に は 臨床化学的
分析が必要 であ る が， と く に 生体成分の酵素的測定，
体液蛋 白 の 電気泳動分析な ど に よ る 代謝異常の 診断
法に つ い て も 検討 し て い る .
⑥ 原 著
1) Hase J . ，  Kobashi K.， N akai N . ， Mitsui 
K.， Iwata K. and Takadera T. : The Quar­
ternary Structure of Carp Muscle Alkaline Pr­
otease. Biochim. Biophys. Acta 611 : 205 - 2 13， 
1980 
2) Akao T.， Wang M. -T. and Lai C. Y. : 
Purification of Oligonucleotides with Streptolysin 
S Inducer Activity and de N ovo Synthesis of the 
Hemolysin. Arch. Biochem. Biophys. 201 : 56 
- 63， 1980. 
3) Takeuchi H.， Kobashi K. and Yoshida 
O. : Prevention of Infected Urinary Stones in Rats 
by Urease Inhibitor， A New Hydroxamic Acid 
- 5 1  
京. and Urinary Excretion Rate of Hippurohydrox-
4) 酒井立夫， 守 家成紀， 杉原圭亮 : 生薬お よ び amic Acid Derivatives. J. Pharm. Dyn. 3 : 444 
食 品 に お け る 菌類 の 生長 と ア フ ラ ト キ シ ン の 生産， - 450， 1980. 
日 本薬学会第100年会， 1980 . 4 ， 東京. 5) Munakata K.， Kobashi K.， Takebe S. 
5) 小橋恭一， 近藤真理子 : 尿蛋 白 の ス ラ プ電気 and Hase J. : Therapy for Urolithiasis by 
泳動 - 銀染色 に よ る 分析法， 日 本生化学会第53回大 Hydroxamic Acids. III. Urease Inhibitory Potency 
会， 1980 . 10， 東京. and Urinary Excretion Rate of N-Acylglycinohy-
6) 坂 口 一夫， 小橋恭一， 長谷純一， 中井 昇 droxamic Acids. J. Pharm. Dyn. 3 : 451 - 456， 
ウ レ ア ー ゼの Diazonium-1-H -tetrazole に よ る シ ス 1980. 
テ イ ン 残基の 化学修飾， 日 本生化学会第53回大会， 6) Munakata K.， Kobashi K. and Hase 
1980 . 10， 東京. J. : Quantitative Structure-Activity Relationships 
7) 赤 尾光 昭， 日 下喬史， 小橋恭一 : Mycobac- between Hydroxamic acids and their Inhibitory 
terium smegmatis の 分泌酵素， Tween お よ びア シ Potency. J .  Pharm. Dyn. 3 : 457 - 462， 1980. 
ルCoA水解酵素 の 精製 と 性質， 日 本生化学会第53回 7) Mitsui N. ，  Mitsui K. and Hase J. : 
大会， 1980 . 10， 東京. Purification and Some Properties of Tetanolysin. 
8) 中井 昇， 藤井 豊， 小橋恭一， 長谷純一 . Microbiol. Immunol. 24 : 575 -584， 1980. 
Pyruvate Kinase の Cathepsin B1 に よ る 不活性化， ⑨ 学会報告
日 本生化学会第53回大会， 1980 . 10， 東京. 1) 小橋恭一， 竹部幸子， 宗像敬一， 長谷純一 :
9) 宗像敬一， 小橋恭一， 竹部幸子， 長谷純一 : ヒ ド ロ キ サ ム 酸 に よ る 尿路結石症の 治療， N - ア シ
Hydroxamic acid の Urease 阻害力 と 尿 中排世， 第 ルグ リ シ ノ ヒ ド ロ キ サ ム酸の代謝， 日 本薬学会第100
2 回 メ デ ィ シ ナ ル ケ ミ ス ト リ ー シ ン ポ ジ ウ ム ， 1980 . 年会， 1980 . 4 ， 東京.
10， 東京. 2) 宗像敬一， 小橋恭一， 竹部幸子， 長谷純一 :
10) 小橋恭一， 本江律子， 近藤真理子， 赤尾泰子 : ヒ ド ロ キ サ ム酸 に よ る 尿路結石症の 治療， N - ア シ
カ ド ミ ウ ム 中毒の 診断基準 を 目 的 と す る 尿蛋 白 の ス ル グ リ シ ノ ヒ ド ロ キ サ ム 酸の ウ レ ア ー ゼ阻害 と 尿 中
ラ プ電気泳動に よ る 分析， 第 7 回環境汚染物質 と そ 排世， 日 本薬学会第100年会， 1980 . 4 ， 東京.
の ト キ シ コ ロ ジ ー シ ン ポ ジ ウ ム ， 1980 . 1 1， 神戸. 3) Ochoa S.， Siekierka J. ，  Mitsui K.， de 
Haro C. and Grosfeld H. : Protein Phosphor­
ylation and Translational Control， The 8th Cold 
Spring Harbor Symposium， 1980. 9， N.Y.. 
4) 坂 口 一夫， 小橋恭一， 長谷純一， 中井 昇 :
ウ レ ア ー ゼの Diazonium -tetrazole に よ る シ ス テ ィ
ン残基の 化学修飾， 日 本生化学会第53回大会， 1980 . 
10， 東京.
5) 中井 昇， 藤井 豊， 小橋恭一， 長谷純一 :
Pyruvate Kinase の Cathepsin B1 に よ る 不活性化，
日 本生化学会第53回大会， 1980 . 10， 東京.
6) 宗像敬一， 小橋恭一， 竹部幸子， 長谷純一 :
Hydroxamic acid の Urease 阻害力 と 尿 中排世， 第
2 回 メ デ ィ シ ナ ル ケ ミ ス ト リ ー シ ン ポ ジ ウ ム ， 1980 .
10， 東京.
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⑨ 原 著
1) Hase J. ，  Kobashi K.， Nakai N. ， 乱1itsui
K.， Iwata K. and Takadera T. : The Quarte­
rnary Structure of Carp Muscle Alkaline Prote­
ase. Biochim. Biophys. Acta 611 : 205 - 213， 1980. 
2 )  Mitsui K. ，  Okamura S . ，  H ase J . ，  
Sekiya T. and Nozawa Y. : Ring Formation of 
Perfringolysin O. J apan. J. Med. Sci. Biol. 33 : 
21 ，  1980. 
3) Mitsui K.， Saeki Y. and H ase J. : 
Characterization of Perfringolysin O-Cholesterol 
Complexes. Japan. J. Med. Sci. Bio1.33 : 22， 1980. 
4) Kobashi K.， Munakata K.， Takebe S. 
and Hase J. : Therapy for Urolithiasis by 
Hydroxamic Acids. II. Urease Inhibitory Potency 
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手 浅 水 哲 也
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1) Asamizu T. and Nishi A. : Regenerated 
cell wall of carrot protoplasts isolated from 
suspension-cultured cells. Physiol. Plant. 48 : 
207 - 212， 1980. 
2) Moriya S.，  Nishi A. and Yanagita T. : 
Growth of Escherichia coli in diluted complex 
medium. J. Gen. Appl. Microbiol. 26 : 273 - 282， 
1980 
3) Okamura S. : Binding of colchicine to a 
soluble fraction of carrot cells grown in suspen­
sion culture. Planta 149 : 350 -354， 1980. 
⑨ 学会報告
1) 井上祐司， 浅水哲也， 西 荒介 : ニ ン ジ ン培
養細胞 の グ リ コ シ ダー ゼ， 日 本薬学会第100年会，
1980 . 4 ， 東京.
2) 岡村昭治 : ニ ン ジ ン培養細胞抽出 液の コ ル ヒ
チ ン結合特性， 第 7 回植物組織培養 シ ン ポ ジ ウ ム ，
1980 . 7 ， 筑波.
3) 浅水哲也， 西 荒介 : ニ ン ジ ン培養細胞の細
胞壁酵素， 第 7 回植物組織培養 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1980 . 
7 ， 筑波.
4) 岡村昭治 : 植物培養細胞抽出液中の コ ル ヒ チ
ン 結合活性の 安定化， 日 本細胞生物学会大会， 1980 . 
1 1 ， 東京.
5) 岡村昭治 : 高等植物細胞 に お け る コ ル ヒ チ ン
の 作用 と コ ル ヒ チ ン結合た ん ぱ く の性質， 日 本薬学
会北陸支部会例会， 1980 . 6 ， 富 山 .
6 )  金原祐吉， 西 荒介 : 真正粘菌の spherule 壁
の 形成 と そ の 成分に つ い て ， 日 本薬学会北陸支部例
会， 1980 . 11， 金沢.
7) 川 崎英之， 岡村昭治， 西 荒介 : ニ ン ジ ン培
養細胞 に 対す る N6-2ι0・ ジ プチ リ ル サ イ ク リ ッ ク A
M P の 作用 に つ い て ， 日 本 薬学会北 陸 支 部 例 会，
1980 . 1 1， 金沢.
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著原⑮ 
2) Arisawa M.， Kyozuka Y.，  Hayashi T.， 
Shimizu M.  and Morita N . : Isoflavonoids in 
the Roots of Thermopsis fabacea D.C. (Legumi­
nosae). Chem. Pharm. Bull. 28 : 3686 - 3688， 1980. 
⑩ そ の 他
1) 森田直賢 : 中 国 を訪ね て (1)-----(5) (生薬学術訪
中 団 ) ， 薬 日 新聞， 10月 4 日 号-----1 1月 1 日 号， 1980. 
2) 森田直賢 : 中 国 の 視察か ら 帰 り て (1)-----(7) (生
薬学術訪 中 団 ) ， 家庭薬新聞， 9 月 18 日 号----10月 30 日
号， 1980. 
⑩ 学会報告
1) 清水卑夫， 林 利光， 森 田直賢， 木村部子，
木村正康 苛薬の筋弛緩作用物質 に 関す る 研究， 日
本薬学会第100年会， 1980 . 4 ， 東京.
2)  清水若手夫， 林 利光， 清水克実， 森田直賢 :
ナ デ シ コ 科植物 の 成分研究 (第 2 報) ー カ ワ ラ ナ デ
ケ コ の 成 分， 日 本薬 学会第100年会， 1980 . 4 ， 東
京 .
3) 有津宗久， 清水若手夫， 森田直賢 : セ ン ダイ ハ
ギ (Thermopsis fabacea D.C.) 根の成分研究， 日
本薬学会第100年会， 1980 . 4 ， 東京.
4) 木村郁子， 高橋和義， 木村正康， 林 利光，
清水率夫， 森田直賢 : 神経筋接合部 に 及 ぼす 考薬新
成分 Paeoniflorigenone の 遮断効果 に つ い て ， 日 本
薬学会北陸支部第50回例会， 1980 . 6 ， 富 山.
5) 林 利光， 黒沢す ず子， 清水本夫， 森田直賢 :
Paeonia 属 植 物 の 成 分 研 究 一筋 弛 緩 作 用 物 質
paeoniflorigenone の 抽 出 条件お よ び分布， 日 本生
薬学会第27回 年会， 1980 . 9 ， 名古屋.
6) 難波恒雄， 菊池 徹， 門 田 重利， 御影雅幸，
小松かつ 子， 清水 卑夫， 富森 毅 : ス リ ラ ン カ に お
け る 薬物資源の研究， 日 本生薬学会第27回年会， 1980 .
9 ， 名古屋.
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⑨K 
1) Tian-Shung Wu， Hsien-Ju Tien， Arisawa and its Application to Bufadienolide Synthesis. 
M.，  Shimizu M. and Morita N. : Flavonols and Heterocycles 14 : 163 - 168， 1980. 
Coumarins from the Fruit of Murraya omphalo- 2) Koizumi T.， Kobayashi Y.，  Y oshii E. ，  
carpa. Phytochemistry 19 : 2227- 2228， 1980. Takamoto M. ，  Kamiya K. and Asakawa 
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